
○高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 （抄） 

 

（道路管理者の基準適合義務等） 

第十条 道路管理者は、特定道路の新設又は改築を行うときは、当該特定道路（以下この条において

「新設特定道路」という。）を、移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する条例（国道（道

路法第三条第二号の一般国道をいう。以下同じ。）にあっては、主務省令）で定める基準（以下こ

の条において「道路移動等円滑化基準」という。）に適合させなければならない。 

２ 前項の規定に基づく条例は、主務省令で定める基準を参酌して定めるものとする。 

３ 道路管理者は、その管理する新設特定道路を道路移動等円滑化基準に適合するように維持しなけ

ればならない。 

４ 道路管理者は、その管理する道路（新設特定道路を除く。）を道路移動等円滑化基準に適合させ

るために必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

５ 新設特定道路についての道路法第三十三条第一項及び第三十六条第二項の規定の適用については、

これらの規定中「政令で定める基準」とあるのは「政令で定める基準及び高齢者、障害者等の移動

等の円滑化の促進に関する法律（平成十八年法律第九十一号）第二条第二号に規定する移動等円滑

化のために必要なものとして国土交通省令で定める基準」と、同法第三十三条第一項中「同条第一

項」とあるのは「前条第一項」とする。 

 


